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青酸の解毒について（後編）
―Polysulfide 化合物の青酸結抗作用―
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―Detoxication of Cyanide by a Polysulfide Compound―

Hajime NUMATA
　　　　　Department　of　Legal　Medicine，　Faculty　of　Medicine

　　　　　　　　　　　　　Shinshu　UniverSity
　　　　　　　　　　　（Director；Prof．　K．　NODA）

　　　　　　　　　　緒言　　　　　ること欄告している・

撫於・・
｣黄化合聯嚇作用を追求・〔B、。．C。、＿、1．1，．C、．1＜。CN．ゆ（、）

た際，Disuifide化合物特にThiamine　ProPy工　　　　　＞GH－CH2－S－＋NCS・CH2・CH＜

disulfide（TPD）はNa2S203の共存下で優れt解　　　　　　　　　　　　OH一
灘鮪す・・とを明・かにし・・の作用はN・・　繋鑑鰹諸濫雌紫く竃；

S203を恭質とするRhodanese作用に先立ち一S－　　　　　＞CH－CH2－S－CH2－CH2く＋SCN－－

S－一結合によつて，育酸と直接に反応その有轡作用に　　　　〔1［〕

結撚るものと叛られ・且・この備1象靴青脚　　R－S，S．R暢RSS－＋PH、＝。C〈　　（5）
Cytochrom　oxidase阻審に対する影響のみでないこ　　　　R－S－S一十R－S．S－R＃R断S－S．S＿R十RS－　（7）

とを報告した。このことは前編で触れた如く脊酸の生　　　　　R－S－S－S－R＋2CN””一，・RSCN＋RS“一＋SCN－（8）

体作用を論ずる楊含，生体内硫黄化合物特に蛋白体に　　　　R－S－Sμ＋CN－→R鱒S鱒率SCN｝　　　　　（9）

ついても考慮する必要が認められる。　　　　　　　　　　特に第】［の反応に於けるTrisulfide化合物（R－

　Walkeri）は青酸駆により血消がdisulfide反応を　　　S－S－S－R）はthiocystei鳳eとして，硫黄含有蛋白蛮

呈することを述べているが，最近Catsimpoolas等2）　　（insulin，　ribonuclease，　bovine　serum　albumin

は牛血清Albuminが膏酸塩とincubateすることに　　等）の加水分解物中より取り出され，且，青酸塩によ

より，Thiocyanateを生成．この反応はアルカリ性　　り速かにnon－enzymatic　reactionでThiocyanate

（pH　8以上、になるに従い促進され，次の反応式によ　　　を生成するs）。一方このPolysulfiClg化合物はThio一
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cyanate生成反応の酵素系sulphur－transferring　　　尚硫黄華3，2チを用い同様に実験，　Disulfide化合

enZyme，　mercaptopyruvate　transsulfuraseに於　　　物を求めたが，混含溶媒による抽出残留物としては得

いても中間体として重要な役割を果していることが報　　　ることが出来なかつた。

告されている3）4）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CH2－C！　　　　　　　　CH　2－S－S・・S－CH　2

　これ等の反応に基いて考えた場合，，当然Polysul－　　　21　　　＋Na2S3→　　I　　　　　l
fid，化合物に精灘抗剤としてのi’i・E｛9があること　　CH・一゜H　　HO”CH・　CH・°H
カ・予燃れる．然しながらDi、ulfid，化舗にっ、、　C・Hl・°・S・（M・　W・　18c’・32）

てはC，，ti。。蜘めとし，　di、、、lfid。、hi。mi。。中　計鮪：C25・79・H5・41・017・17，　S　51・63

TPD・…，TATD噂が知られているが，　T，i，。1fide　PtUama；S52・22

化合物については宋だその報告に接していない。この　　　　　2・化学的性質

ことから新らたにPQIySulfide化合物として，2，2！一　　　　（a）　淡黄色薩粘稠懲液体で奥気は殆んどなく，

Dihydroxy　diethyi　trisulfide（OETS）を合成，こ　　　220°C（gnVnHg）で分解する。

れについて，結抗作用を検討してみるとdisulfide化　　　（b）水，ベンゾール，二硫化炭素に不階，エーテ

合物より更に優れた効果を有することが認められ，脊　　　ルに難溶，アル＝一ル，アセトソ，酢酸諜チルに繊め

酸解襟剤として有塾な知見を得たので，本編に於いて　　　て可溶である。

これを幸階する。　　　　　　　　　　　（c）OETSアルコール液に過剰のKCN液を添
　尚，OETSは膏酸解毒作用については勿論，その　　　加すると直ちに黄色を墨し，後無色となる。この反応

他医学的応用に関する報告には接していない。　　　　　　液はMercaptan奥を有し5％FeCls。HNOs訊薬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　により赤編色を，　5％Sodiuzn　NitroprusGld融購腿幹ζ

　　　　A　OETSの化学的性質について　　　　　　　より契麗なる脊紫色を盤する。

　　　L合成法　　　　　　　　　　　　（d）2％OETS及びこれにユ0％KCN同鰍添加30
　NaOH　8・59を水90麗に溶解，その半燈にH2Sを　　　分後の反応生成物にっいてPaperehrotUatography

2時間導通飽和後，残りの半鑑を添加する。これに精　　　により分椋した結果を第1炎に示した。

製せる硫黄華6、49を温時少愚宛加えて溶解する。こ　　　即ち，FeCl　s・HNO3試薬により赤隅色を鼎する物

の液に精製Ethylen　chl。rhydrine（b・P・130°C）　　　質はthiocyanat　ion（SON’）であることを確鋸，

169を撹搾しながら滴下反応せしめ水浴」二で30分約　　　またOETSは轡酸によりMercaptan及びthio－・

80°Cに加温，冷後析出する油分を分離する。この油　　　cyanatを生成する成分〔1〕，及びMecaptanのみ

分にエーテル及び酢酸xチル混液（2：1）75認を加え　　を生成する成分〔∬〕に分離され，且，前岩〔1〕は

て溶解させ，この溶解液を洗液が瀕濁を呈しなくなる　　　青酸30分作用後に．は全く検出されなかつた。ζの発色

迄十分に水洗，芒硝で脱水後溶媒を溜去する。　　　　　　の際成分〔1〕はKCN＋Sodiu皿Nitroprussid｝ご、

　　収貴129，収率64・6％　　　　　　　　　　　　　　より直ちに脊紫色を暴するが，成分〔ff〕は試薬作用

第1表　　　　　　OFTSのペーパークPマトグラフイー
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後，漸次弱い赤紫色を発現する。　　　　　　　　　　　られ，一般に次の方法がある8）一’　11）。

　（e）　OETSの紫外吸収スベクトル及び赤外吸収　　　　（a）Halogen化Alkylに多硫化アルカリを作用

スペクトルについて第1図及び第2図に示した。前者　　　させる。

はHitachi　Perkin　Elmer　139型Spectrophoto－－　　　　　2R－C1十Na2Sx→R－Sx－・R十2NaCl・

rneterにより，後者はHitachi工nfrared　Spectro－　　　（b）Mercaptanに壌化イオウを作用させる。

photometerにょり測建を行った。　　　　　　　　　　　　　2R・－SH＋SxCl－→R－Sx－R十2HCユ

　　　　　　　　　　小　　括　　　　　　　　　　　　　今回のOETSは，前岩の方法により合成したが，

　Alkylpolysulfideの合成法については盲くから知　　　この方法によつた場含樋々な硫化物（二。四等）の爽

　　　　　　第1図　　　　OETS紫外吸収スベクトル

　’　　、
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　　　　　第2図　　　　　　OETSの赤外吸収スベクトル
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雑する危険性が存在する。　　　　　　　　　　　　　　　更にLitchfield－Wilcoxon法にょり，求めた場合

　実際Papcrchromatographyによつて，　KCNに　　　は次の如くである。

より分解されMercaptan及びSCNノを生成する成
分〔1〕及びMercaptanのみ、しか生成しない成分　　　　　　　　　工゜v°

〔珀が存在することを確認したが，反応物をエーテ　　　　　　　　　30・4・　1rv1／吻

ル及び酢酸エチル混液により抽出操1乍を行つた場合，　　　　　　　（25・7～35・7）

disulfide化合物は殆んど回収1」．1来ず，また元素分析　　　　　　　　　n瓢44

P．　1．

　　135．5ηty／為ρ

（116　～　158）

　n＝51

結果からS韻はT・i・ulfid・化働の計購と伽　　（b）急性、甜の帖1猷ウ・つU、て瀞醐では側

て一致する成績を得ている。またSCN’を生成する　　　れも薬剤投与直後から狂想状態を呈してはねまわり，

成分〔1〕はin　vitroでの呈色反応と同様であり・　　次いで間代性痙攣に移行殆んど一分以内に死亡する。

Trisulfide化合物の反応と一一．一致する3）12）。然し成分　　　然し，この燦攣状態を脱す？，，と速かに正常の状熊にも

〔i［〕はP・p・x“・h・・m・t。9「aphy上とin　vit「°で　どり，何ん等の後遡鰍を残さなか“・．・たaこれに対し

の艶反応と麟なり・且その獺を溺く緩慢で，11f　腹腔1櫨勇楓硯亡例の多く獄量1蜥。よ翻塒

酸作膿も散しない・従つてこの1齢職雑物と考　闘死亡徽1余いて，次第噸弱状態灘明となり，　irlt

えられるが，－AI）［i　thi。・y・t・il・でみられると剛駄　液はC，・1、。，。糖示し，ユ2～481鞍。死亡した。

平衛状態3）下にある成分とも考えられ・これについて　　　　2．OETS単独投与による脊酸結抗作用

は更に今後の検討を必要としよう。　　　　　　　　　　　爽験結果を第2爽及び第3図に示す。肯酸塩の毒性

　　2CySSSCyt　CySSCy十CySSSSCy　　　　は10～解／吻経1二1投㌻の場禽，マウス23％及びラツト15

　Trisulfide化合物の構造は一S－S－S一と鎖状に結　　　％が生存，20㎎でにマウス36匹，ラツト20匹li・11例の生

合しているものと推定さ2ziO）111）ているが，　OETSも　　存もみられなかつた。これに対しTPD及びCystine

紫外及び赤外吸収スペクトルの結果から同様な鎖状結　　を1蔵前に静注で50π卿脇腹腔内注射で10071搬与する

合をなしているものと予想される。　　　　　　　　　　　と・TPDは最高15％しか結抗効果がみられず，　Cys－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tineではその作用が認められなかつた。然るにOE

　　　　B　OETSの青酸結抗作用について　　　　　　TSを2571卿吻腹腔内投与しておくとrウス80％，ラツ

　　　　　　1・動物実験による結抗効果　　　　　　　　　トは70％が，更に40解を投与するとマウスでは全例，

　　　実験方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラツトでは80％が生存する。また青酸塩を30η》投与

　室温18士2°C，湿度60～80％の換気装1猷を有する飼　　　した場合も，OETS　40　10Pに．よりマウス25％，ラツト

育室で一定期間飼育した工CR系雌マウス（体重約3〔｝　　45％が死亡を免れた。また脊酸塩20彫を皮下注射した

の，Wistar系雌ラツト，（体重160－2009）及び兎　　　場合，ラツトは80％死亡するが・同様OETS　25㎎投

（体重2．5N3．舘のを用い，これに，　Liebig法で測定　　　与により全例が生存した。然しOETS静注投与群は

した0．2～O・4％KCN生理的食塩水溶液を投与，結　　　腹腔内投与群に較べて，その効果は弱く，5neでは20

抗剤は脊酸投与前（30秒～1分以内）に静注，または　　　％しか生存せず，1　1mpでは何ん等の効果もみられなか

腹腔内注射により投与した。　　　　　　　　　　　　つた。この結抗作用を致死時闊から観た場合，青酸

　　　結抗剤；　　　　　　　　　　　　　　　　　　塩単独では1〈CNIOn塀でマゥス4〔〕％，20㎎ではマゥス

　（i）　OETS：5㎎／me生理的食塩水溶液　　　　　　　97％，ラツト70％が5分内に死亡，1（1分以上の生存は

　　　Tween　80を・溶解補助剤として2、5～5％添加　　　認められなかつたのに対しOETS投与により，死亡

　（ii）TPD：10解／2meアリナミン住射液　　　　　　　時間の延長が観察され，57昭静潰…群の約50％はlo分以

　（iii）Cystine：10㎎／磁：IO％　Na2co3溶液に溶解　　上生存，ラツトの場合も同様，薬剤め量に比例して致

　（iv）　Na　2S203：25％水溶液　　　　　　　　　　　　死時間は延長，　KCN　301解でもoETs　40nyの投与に

　　　実験成績；　　　　　　　　　　　　　　　　　より約40％は15分以上も生存した。尚TPD醗｝三群で

　　1．OETSの急性毒性（LDse）　　　　　　　　　　はOETS投与群に劣らず著るしく致死時間を延長，

　（a）　マウスに対する急性毒性をUp　and　DOWn　　その約40％は30分以上も生存することを認めた。

法（n　・＝　15）により求めると次の如くであつた。　　　　　　3・OETS及びNa　2　Se・　03併用投与による

　　m脈注射（i．v．）　3⑪70P／leg．　　　　　青酸結抗作用
　　腹腔内注射　（Pd．）　164㎎／匂　　　　　　　　　実験結果を第3衷に示す。前編に於ける突験で兎に

　　皮下注射（s・c・）　400＜7解／kg　　　　　対しKCN　1㎎／kg耳興静脈より静注すると5四中
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　　　第2表　　　　　急性青酸中毒に対するOETSの拮抗作用　　　（マウス及びラツト）

An・m・1 @・♀）1 M・u・e（・CR・JCL）　l　　R・・（W・・t・・）
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　　　　＼＼
A・‘id・t・＼．1°
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第3図　　　　　急憐青酸中毒に於ける生存時間
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4例が弊死，またNa2S203をKCNの×100m。1量　　が著明に減少することを述べた。然しながら同様な爽

（380解／＠）静注投与した場合も対照と同様に弊死を　　　験に’於いてOETS　2．5㎎／kg，次いでNa2S20s　Q

阻止出来なかつtcが，血液及び血漿特に後者の青酸量　　　5H20400mp／勿を静淀投与した場合10例中8例が生
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第3表　　　　　　OETS及びNazS20s併用による拮抗作用
（兎）
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存，この効果は先のTPD及びNa2S203併用投与と　　塩水で全盤を24彬とする。この液を38°Cの慨9濫槽rr1

同等な結抗作用を示し，特にOETSがLDsoの1／10以　　　でincubate，5，30，60，120分毎に，これより】麗

下の少鐙であつたことは興味深いものと考えている。　　　宛秤取，20％Trichloracetic　acid　1紹添加後5分闘

　この兎の状態は．一般に次の様な過程を通り，殆ん　　　遠心，得た上澄液】認に10％Trichioracetio　acid

10ど分以内に恢復しており，死亡例では約3分で擁禦　　　4紹及び5％FeClti・20％HNO3湾液2慮を加え藏ち

の停止と共に心停止を来している。　　　　　　　　　　　に発現した色調を測定する。（消畏460，”μ）

　　O～50Sec・　KCN静注投与　　　　　　　　　　　　　thiocyanate標準液はVolhard法にて標驚した

　　40～50sec，　叫声を発するものあり強直性痙璽　　N／IOO　KSCN液を10％Trichloracetic　acidでエ0

　　　　　　　　　を起す　　　　　　　　　　　　　　倍に稀釈して使用した。

　　1mi皿・’後販張，瞳孔散大し呼吸は停止　　（｝me＝＝97．181tY　KSCN＝58．08μg　SCN）

　　　　　　　　状態となる　　　　　　　　　　　　　　　　　実験成績：

　　2min・　　痙攣序止　　　　　　　　　　　　　　RhoClanese活牲値は第4図に示した如く，ラツト

　　4min・　　　呼吸が恢復するも側位　　　　　　　　はvウスに較べて高く約60分で，また後者は約30分で

　　6min．　　瞳孔が縮少，全身状態は著るしく　　thiocyanateの生成は最高に遠する。只この反応系

　　　　　　　　恢復　　　　　　　　　　　　　　　に於いてNa　2　S　203が存在しない場合には全く進行

　　7min．　　酋を持ちあげ起立しようとするが　　　しない。

　　　　　　　　　尚・側位　　　　　　　　　　　　　然しながらOETSと膏議塙との反応を同様な方法

　　8～10min　起立し．完全に恢復歩行を始める　　　により求めた場合，既に先の化学的試験で示した如く

　　　II．肝RhodaAeso作用に及ぼす影饗　　　　酵素液の添加に関係なくthiocyanateを生成し，特

　　　実験方法・　　　　　　　　　にアル≠リ性に於いてag・9fiで，　pl｛・8・4の場合60分

　酵素液としては，マウス及びラツトを失血死せしめ　　　で最高値に逮し，OETS　192，7μ9／meからSCN　67

直ちに取り出した肝o・59を秤取・これに氷冷生理的　　Pt9／m9，即ち前者1mo1に対し後者1．工2mo1を生成し

食塩水10認を添加・Homogenateした液を4000rpm，　　ている。然しこの反応は酸性に傾くに従い遅くpH

15分遠心し濾過して得た液を使用した。　　　　　　　　7・4，60分で前春の86％，pH　6．4では46％にしか過ぎ

　Rhodanese活性値は田添氏の方法14）に基ずき，　　　なかつた。ただこの反応系に酵素液を添加した場禽，

pH　8・4燐酸緩衝液ユCm6・1％KCN液1me・N／10　　第6図及び第4表で示した如く，その速度は更に促進

N・・S・0・液1ne・及び酵…轍瑠を添加生理的食　されt　5分で即ち添加直後でthi。・y・nat・生成量は
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既に最高値を示し，OETS　95．17雌／認に対しマウス　　　には，　Rhodanese活性は時間の経過と共に上昇し，

酵素液で41爾／ane・ラツト酵素液で44”S／me「となる。　　．夫々単独の場合に対して120分でマウスは169％，ラ

これはOETS　l　rnolからSCN約1，5mo1を生成し　　　ツトは133％とthiocyanate鐙は増加することが認

沁貴に相当している。　　　　　　　　　　　　　　められた。

　このOETSをRhodanese反応系に添加した場合

第4図　　　Rhodanese活性値　　　　　第5図　各PHに於けるOETSとKCNの反応

Lo
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第6図　　 Rhodanese活性に及ぼすOETSの影響
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第4表　　　Rhodanese活生に及ばすOE［VS影’響
　　　　　　　　　　　　　　（SCN生成搬）

PrQ

a

Anima1
＼、、

En2yme
　　　＼

E・m
H＼　m1且＼

　　　十

@〇ETS
i95，17μρ／cc）

En

ma

5 41

Mouse 30 41

60 40

120 40

5 44

Rat 30 46

60 46

120 47

PrQductive　quantity　of　thiocyana七　　　　tty／cG

b

Enzyme

　　十

Na　2　S　20s

27

42

40

40

54

84

92

CJO

c

（a＋b）

＄um

　　d

Enzyrne
　　十

〇ETS
　　十
Na2S20s

68　　　　　　68

83　　　　　　85

80　　　　　112

8〔｝　　　　　135

98　　　　　　90

130　　　　　130

138　　　　　168

137　　　　　171

d／c

100

ZO2

140

ユ69

92

ユ02

コ32

133

％

　　　　　　　　　　’lt　　括　　　　　　　　　　　　　 工molからも1司様thiocyanate　1，12　moユ（pH　8．4，

　青酸塩の致死鐙について成露15）に述べられた所をみ　　　60分）が生成されている。

ると「経口投与でpro　kg・犬・兎4㎎・ラツト1　O・・u15　　　然し，この反応に肝Hoznogenateを添加した場

膠また成人ではo．2～o・3Srと紀されている。田添5）は　　　合その反応速度は更に上昇，既に添加鐵後でthio－

dd系”・ウスでKCN　15mP／leg　re与の場合，死亡SS67－－　cyanat・燈は最高㈲こ達し，　rk　k　oE　rsユm・1から

83％鈴木6）は10㎎／忽の場合ユ00％であると述べ，こ　　　thiocyanate約1．　5　mol生成するのをみたが、これ

れにTPDを投与することにより，死亡率を前者は6．6　　はFletcher等3），またHylin等4）の云うsulfer－

～13，8％，後者は20％に減少せしむることをみている。　　transfering　enzyme，　mercaptopyruvate　trans・・一

　今回の実験に於いてICR系vウス及びWistar系　　　sulfurase等の酵累が，この反応にも関与しているこ

ラツトを用いての実験では，KCN　IOnv／勿では死亡　　　とが予想され，注目すべきことと考える。

率は夫々77％及び85％・20”e／legでは弾緒共に100％で　　　佐藤等16）はSH化合物（Gystine，　Glutathione）

あった。これに対し結抗剤としてOETS，　TPD及び　　　はRhodaneseに対するCNの阻害を防ぎ，生威ロ

Cystineを用いてその効果を求めると，　TPDは死亡　　　ダンを酵素から引き離す作用があるものと考え，田

時間を著しく延艮せしめたが，生存率は5・－15e／oと低　　　添14）L7）はTPD。　Allicine，　Cysteine，　Methionine

く・Cystineでは明らかな結抗作用はみられなかつ　　　等の硫黄化合物が肝Rhodanese作用を促進すること

た。然るにOETSは単独使用でも生存率はマウス80　“な報告しているが，　OETSも岡様｝こ時間の経過に従

゜‘・IOU％・ラツト70－－80％と著るしく上昇，更に30　　い，その作用を増強，60分で130・v140・％，　i20分で

㎎／leg　KCN投与・即ち人体致死鍛の約5～7倍最でも　　　130～ユ70％とRhodaneseによるthiocyanate盤は

OETS　40㎎／初の投与で，25～45％の生存を認めた。　　　増加，上記の各硫黄化合物より優れた成績を示してい

　このdiSulfide化合物より更に優れた結抗f乍用を示　　　る。

すOETSは・そのPolysulfide結合」S－S－S一によ　　　この様にin　vitroでNa　2　S　203とOETSが協力

つてKCNと容易にnon－en2y加atic　reactionによ　　作用を示すことをみたが，　in　vivoでもKCN　lmp／kg

り襟性の少いthigcyanat化含物に変化せしむる事に　　　静注により，急性青酸中毒を起せしめた冤に対しOE

起因しているだろうことは緒欝で述べた如くCatsim－　　TS及びNa2S203の併用投与（静注）により，80％

poolas等2），　Fletcher等3）また箕浦覧2）の報告からも　　が】O分以内に恢復することを認め，特に前者が2．5

予想され，この場合Trisulfide化合物1molから　　㎎／勿即ち致死量の1／1。以下の少量の併用投与により

thiocyanateユmoエ（牛匠旺清アルブ・ン1molから　　　Na2S20B単独ではみられなかつた効果を示したこと

thiocyanate．4’vsmol）が生成されているが・OETS　　は，先の成綴と共にOETSの作用はNa2S203と異
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なつており・これはdisulflde化舎物と同様にRho一　　閲以内4例（7％），最高7時間』4分1例（2％），不

daneseによる青酸の分解に先立ち，脊酸と速かに反　　　明29例（49％）と報告しているが，これほ先の統計成

応thiocyanate化含物｝こ分解，青酸の坐体に対する　　　績と略…致している。

作用をbroclgingしているものと考えられる。　　　　　　この様に青酸塩致死例中には腿々30分1訊上も遇延し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た事例に遭遇しており，一・方，前編で独調した如く脊

　　　　　　　　　纈及び纈吾　　　　　鰍びその継｛カミ蹴鞭用されている現況力、P。・，こ

　従来から急1生青酸中毒に対する結抗剤については，　　　れに伴う職業病対策としても脊酸結抗剤の実用面に於

無機及び有機硫黄化禽物を始めとし重金輯及びその化　　　ける利用性があり，ここに於いて単独で或はNa　2　S2

合物1酸化斉lj・アルカリ剤　メトヘモグロビン形成物　　　03併用により優れた結抗作用を示したOETSほ，

質・糖類等に関し多数の報告1s）’”Z7）がなされている。　　　この臨床的応用に朗して今後有盟な指標を与え得るも

然しながら実用面では的曜な紹抗剤etit少なく・現在は　　　のと信じている。

Chen等によつて言オっれている，　チオ樹硅酸ソhaダとlflE

轍，一微び≧II轍餐アミルの働1が優2、た畑乏勧≒　（1）新ら畑ζ餓し泪ヒ働2・2’Dihyd・。・一
すとされてい＞h　20）z8）－sD。然し前編の爽験で兎に紺す　　yclithyltrisulfide（OE”S”s）一　（1’IO’CX’「　2　’　C・［a　2）2S3

る急螺鞭擁では，その死岬並ひに血液物i岸酸　一伽帆ラツ吸びvaの　1∫眺嚇に肌て・単

滅少舩か櫨TPD及びN。、S、O、棚1融螂　撚たe：　N”・S2°・・との併1澱与によ磯れ繍蹴

つ熾績が示された．只こ囑翻畢験に供したTPD　㈱鮪づhること醐め・臨床的応用を謝しても；膿

は25～50㎎／砂即・ら戒人（50惣）に対し1，25～2，5野　　　な酬つの指梼｛な与える、ものと考える。

の鱗舷下鵬股与しており，これ蹴在臨1㈱　　OETSのLDs。マウスは30・4imp／iey（i・v・）及び

鞭肌てい磁大鰍・・）・・〉の約iO・v20kE：以上に醐し　135・510p／ley（P・i・）である・

ていること暇用i醜対してe＃尚検繊必要としよ　（2）OETS嚇酸糸蹴㈱はRh・d・n。・a　ft！用

う。　　　　　　　　　　　に触ちn°n剛enzymaむic「eacti°nによりHCNと
　一方，急性柑酸中灘は極めて短時闇に作用する特瑚毛　　反繕thiocyanate化釧勿を生成し　脊酸の作用を

性鮪レ（おり，鮪翻の爽用的効果に関しては勘　b「°cki”gするも呪叡る・この反燃アルカリ性

疑門とされている．rA在，本邦r・於け硝酸幡碗　に於いて翫く騰される・

蝋況については．次1。示し撤、1く鎌物轍中撫　．また゜ETSはRh°da°ese瀦・に対する糊雄

剤．麟に次い瑚敬（約、。％）の多く縮めて、、時醜棚せしむる・

るs4）・　　　　　　　　　　　　稿を終るに臨み；御懇切婦1脂導，彿櫛肋陽つた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野田金次郎教授並びに御助奮を戴いた恩師東大名嘗教
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